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第５１回：商品取引所とカンフー・サッカー 

 

 この前、中国大手証券会社の経営幹部である友人が訪ねてきてくれたので、久闊を叙し銀座の小料理屋

で一盞傾けた。中国のＡ株市場はインフレ懸念と、金融引締政策の先行きを警戒して弱気な相場が続いて

いるが、彼の見解は自信に溢れており、これまでインフラ銘柄が孤軍奮闘してきた市場を、今後はニュー・

エネルギーや消費銘柄が活性化させるだろうと語ってくれた。幸いなことに、彼の説と筆者が日頃講演会で

話している内容と平仄が合っていたのでホッとした次第である。彼は個人的にも羽振りが良さそうで、筆者

から強引に勘定書きを奪い去ってご馳走してくれた。それでは面目が立たないので、翌日彼にお土産を渡

すことにして、そのなかにダン・エイクロイドとエディ・マーフィー主演のコメディ映画「大逆転」を入れておい

た。この映画、日本ではネタばれの「大逆転」というつまらぬ題名だが、原題は「Trading Places」つまり、金

融商品取引所である。 

 

商品先物会社の共同経営者である老デューク兄弟が「人に立身出世をもたらす要因は血筋か、それとも

環境か？」と、つまらぬ議論をして、大金持ちのくせに僅か１ドル賭けて、社内のエリート（白人のＤ.エイクロ

イド）と街のホームレス（黒人のＥ.マーフィー）に罠を仕掛け、二人の立場をすり替える。その結果、二人の

若者の一人は天国、もう一人は地獄を見ることになる。そしてひょんなことから卑劣な罠に気付いた二人は

力を合わせて復讐に立ち上がる。その復讐の手段に使われたのが老兄弟の本業である商品取引（映画で

は冷凍オレンジの先物取引）である。１９８３年に公開されたこの映画では、インサイダー取引やリスクを度

外視した強引な自己売買等の手口がコメディ仕立てで面白可笑しく紹介されており、初めてこの映画を観た

ときには本場の資本主義がいかに強欲であるか、目から鱗が落ちる思いをしたものである。もちろん映画

はフィクションだが、それが米国経済の一面であったことは、２年前の米国金融危機が証明している。 

 

 親友にこの映画をプレゼントした理由は、中国のエリート・ビジネスマンたちに、自由貿易と規制緩和を旨

とする米国資本主義を崇拝するのも良いが、中国に１００年先行している資本主義の本場アメリカでも、ちょ

いと前まではコンプライアンスのかけらもない野蛮な市場であったことを視覚で理解して欲しかったからであ

る。きのう彼からお礼の電話が入り、頂いたＤＶＤは社内でコピーしまくって大評判であるという。勝手にコピ

ーするのはコンプライアンス上如何なものかと思うが、中国資本市場の第一線で活躍する証券マンたちに

は極めて理解しやすいテーマだったようである。経済が益々グローバル化するなかで、中国の資本市場で

も惹起し得る不祥事が、これからの時代では一企業の破綻に留まらず、あっという間に世界各国に波及す

る可能性がある。これがグローバル金融の恐ろしさである。中国のコンプライアンス体制が完璧だと思って

いる海外の投資家はいないだろうが、好むと好まざるとにかかわらず、世界経済を牽引する立場に置かれ

てしまった中国において、金融市場の安定確保は喫緊の課題であり、少なくとも中国証券監督管理委員会

と中国銀行業監督管理委員会の首脳部はその事を十分に理解して業界の監督に当たっていると友人は教

えてくれた。 
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なぜこの映画を思い出したかといえば、サッカーのワールド・カップである。日本の初戦相手は世界的な

名選手エトーを擁するアフリカの強豪カメルーン、眠いのを我慢してテレビの前で必死に応援していたとき、

なぜかエディ・マーフィーが頭のテッペンに響く甲高い声で叫ぶ「I am an exchange student from Cameroon!!

（俺はカメルーンから来た交換留学生だ！）」というくだりを思い出した。映画では老兄弟がアメリカ農務省の

オレンジ収穫予想レポートを公表前に不正入手して、その情報をもとに相場を張ろうとする。一方復讐に立

ち上がったマーフィーは黄色いカメルーンの民族衣装をまとった頭のイカレた留学生になりすまし、車中で

農務省レポートの中身をすり替える。そして大団円、商品取引所における決戦の朝、復讐チームは老人た

ちのオレンジ大量買いに対して空売りで立ち向かう。アフリカに所在する国が数々あるなか、人を騙す局面

でなぜカメルーン共和国が使われてしまったのか、おそらくユーモラスな発音の響きから決めたのだろうが、

いずれにしても失敬な話だと思った記憶がある。 

 

因みに、中国で最も人気の高いスポーツはサッカーであるが、中国のサッカーはいつまで経っても強くな

らない。むかし中国ナショナルチームのゴールキーパーを務めたことのある往年の名選手から聞いた話だ

が、彼は「中国のスポーツマンは格闘技に近いラフプレーを嫌う。だから卓球やバレーボールのようにネット

をはさんで対峙するようなスポーツはめっぽう強いが、ラフプレーを潔しとしない中国のサッカーは女性のよ

うに淑やかなプレーで、これでは１００年経っても進歩しないだろう」と断言していた。彼が現役選手であった

５０年代の中国サッカー・チームは強く、史上最強のゴールキーパー「黒蜘蛛」レフ・ヤシン率いる強豪ソ連

のナショナルチームに勝ったこともあるという。「あれは中ソ蜜月時代、フルシチョフ書記長からのプレゼント

だったのですよ、きっと」と彼は謙虚に語っていた。 

その中国サッカーが最近変わりつつある。１６チームで構成される中国サッカー・スーパー・リーグ（略称：

中超）も誕生し、中国最大の金融コングロマリットであるＣＩＴIC グループ（北京国安隊）や、即席めん最大手

の康師傅（天津泰達）のように対外的知名度向上の目的でスポンサーに名乗りを上げる大手企業も増えて

いる。中国チームは今回のワールド・カップには参加できなかったが何れ日本や韓国の強力なライバルに

なるのは間違いないだろう。少し気になるのは、むかし「お嬢さんのサッカー」とバカにされていた中国のサ

ッカーがずいぶん荒っぽくなり「カンフー・サッカー」と揶揄されていることだ。格闘技は士大夫のスポーツに

非ずといわれてきたのは昔の話であり、金が稼げるのであればどんなスポーツでも大歓迎の時代になりつ

つあるようだ。しかしスポーツマンとしてのマナーは必要ですぞ。（了） 

 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。                                    

平成２２年６月１８日      
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ご投資にあたっての注意事項 
手数料等およびリスクについて 

①株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2075％（税込み）（約定代金が260,869円以下の場合は、

3,150 円（税込み））の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得いただく場合には、購入

対価のみをお支払いいただきます。 

 国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8400％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 外国株式は、株価の変動および為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0840％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.20％（税込み）（約定

代金が2,625 円に満たない場合は、2,625円（税込み））の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が

必要となります。 

 株価指数先物・株価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損

失が生じるおそれがあります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


